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情報 システ ムのため の問題解析 ⑪)

この ケース ・ス タ デ ィー の教 材 は、本 来1967年11月27日 か ら12

月15日 にわ たっ て、 米 国 公 務 員任 用委 員 会 の主 催 に よる、 コン ピュー タ ・

ス ペ シ ャ リス トの た めの シス テ ム ・ワークショップー 一 段高 度 の フェ ー ズ皿

一 で使用 す るの に作 成 され た もの で あ る
。

この ケース ・ス タデ ィー で述 べ られ て い る局 は仮 想 の もの で あ り、何 ら政

府の過 去 とか現 在 とか未来 の政 策 を反 映 して い る もの で も、意 味 す る もので

もない。 この局 が もっ て い る こ こで と りあげ た 問題 の諸機 能 は単 にそ れ らを

大半 の コン ピュ ータ ・ス ペ シ ャ リス トが よ く知 っ て お り、 そ の た め の ワー ク ・

シ ョ ップの討論 を開始 す る共通 の 基礎 を与 え る だろ うとい う理 由 か ら選 出 さ

れ た もの で ある。

この ケ ース ・ス タデ ィーの 適 用 分 野 は、 シス テ ム研 究 、 シス テ ム分 析、 シ

ス テ ム設 計 の 手法 を効果 的 に利 用 す る訓 練 を行 な うため に選 出 さ れ た 。選 出

され た適 用 事例 は あ る政 府 の シス テ ム問 題 の代 表 事例 とな る こ とを意 図 した

もの で もなけ れ ば 、 この コース 又 は ケ ース ・ス タデ ィ ーが あ る1つ の適 用分

野 の完 全 で 、決 定 的 な処 置 を提 供 す る ことを意 図 した もの で もな い。
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1諸 行政データ処理相互協力局の概要

、

A.目 的

本 局 は1976年 、 公 法AZ-731条 に基 ず い て 国会 に よ り設 立 さ れ、

次 の よ うな主 要 責 任 を負 った 。

1.EDPを よ り有 効 に 使用 す る こと に よって 、 連 邦政 府 ・州 政府 共 同の

事業 計 画 の管 理 と開 発 を改 善 す る こ と。

2.連 邦 、 州、 地 方 各 政 府 の全 て の レベル に対 し、専 問 的 デ ー タ処理 の知

識 と援助 に つ い て の 「源 泉 」を利 用 可 能 にす る こ と。

3.地 方 政府 と、 連 邦 諸機 関 に よるEDP作 業 の重複 を少 な くし、現 在 の

シス テ ム を他 の使 用 に採 用 す るた めの諸 方 式 を提供 す る こ と。

4.も し適 用可 能 な らば 、 シス テ ム開 発 と コン ピュー タ利 用 の新 しい領 域

を開 発 す る こ と。

1977年 の公 法AZ-937条 に奉 ず い て、 本 局 は 国立 デ ー タ処 理情

報 セ ンタ ー の設立 と保 守 とい う更 に多 くの責 任 を与 え られ た 。当情 報 セ ン

タ ーの狙 い は 次 の通 り。

一 デ ー タ 処理 の適 用 事 例 、 装置 、 方 法論 に関 す る詳 細 か つ、 斬 新 な デ ー

タの情 報 の 中心 的 源泉 にす る こ と。

一 自動 情 報 検 索の 方 式 の 研 究 開発 を促進 し、 援助 す る こ と。

B.現 在 の 活動 状況

当 時、 本 局 の資 金 と要 員 の大 部分 は上述 の 目的 の最 初 の2つ の 項 目 に向

け られ て い た 。11の デ ー タ ・セ ン ターが都 市 再 開発 、 職業 安 全保 障 、大.

量輸 送 、 貧 困 対 策 な どの 事業 計 画 に役 立 つべ く全 国 的 に ま たが って 設 立 さ

れ た。50の 州 とプエ ル トリコに237の 地 方事務 所 が 設立 さ れ た。 これ

らの 事務 所 は チ ー タの収集 と、 その デ ー タの デ ー タ ・セ ン ターへ の移送 セ

ン タ ー として活 動 す る。 これ らの 事務 所 はま た デ … タ処理 シス テ ム ・ス タ
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ッ フ と、 プ ログ ラ ミン グ ・ス タ ッフ を抱 え てお り、種 々 の 事業 計 画 に 関 し

て作 業 を行 なっ てい る。 これ らの事務 所 の他 の シス テ ムお よび プ ログ ラム ・

ス タ ッフは 、 連邦 諸 機 関 と各 州 お よび地 方 政府 の た め の プ ロジ ェ ッ トの作

業 を行 な って い る。

1977会 計 年度 に17の 連邦機 関 と、29の 州 政府 、210の 他 の地

方 政府 を援 助 す る プ ロジ ェ ク トが実 施 さ れ た。 これ ら種 々 の機 能 を達 成 す

る ため に 、本 局 は3,279人 のス タ ッ フを採 用 し、12,600万 ドル の純

支 出 と新 しい義 務 権 限 が生 じた。

国 会 は1978会 計 年度 に総 額16,900万 ドル の流 用 を承認 した。 こ

れ らの増 額 は局 の全 て の活 動 の拡 大 の ため で あ るが 、特 に情 報 セ ン ター

(3,000万 ドル)、 研 究 開発(400万 ドル)、 お よび デ ー タ ・セ ン タ

ー(600万 ドル)の 拡 大 の ため で ある。 国立 デ ー タ処理 情 報 セ ン ター は

1977年6月1日 に開 設 され て お り、1978会 計 年 度 に おし(ては 、 こ

の 目的 の た め に議 会 で承 認 され た金 額 はほん の わ ず か で あっ た 。

α 本局の組織 一 本部

本 局は7つ の部 に分 かれて いる。

1.計 画 部

この部 は1966年11月17日 の政府 間のPPBSに 関す る大統領

覚 え書 きを実施す るために局長 に より設立 された。

当部の責任 は次の通 り

一 本局の業務計 画、財務 計画 の設定 と保守

一 局 の諸活動 についての費用/効 果研究 を実施 し、本 局の 目的達成方

法 の代替案 を調査 す る こと。

一 実行計画評議会 に計画書 と代替案 を提示す るこ と。

一 本 局の計画 を調整 す るこ と。
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2.内 部 デ ー タ処 理 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部

当 部 は局 の他 の部 門 の ため に デ ー タ処 理 シス テ ムの分 析 とブ'ログ ラ ミ

ング活 動 を行 な う。当 部 は現 在 、連 邦政 府諸 機 関 か らの より詳 細 な計 画

と実 施報 告 をす るた め の予 算 に つ い て、 本 局 の要 請 が増 大 す るの に伴 い 、

急 速 に拡大 しつ つ あ る。当部 は又 情報 セ ン ターの 特殊 プ ログ ラ ミン グ作

業 を実 施 す る よ うます ます 要求 さ れつ つ あ る。

3.財 務 ・監 理 部

当 部 は 局 の全 て の通 常 の監 理 と会 計 活動 を実施 す る。 この機 能 には 次

の ものが あ る。

一 職 員 監 理

一 在 庫 管 理

『一 予算 の作 成 と報 告

一 事務 サー ビ ス

4.研 究 ・開発 部

研 究 ・開発部 は 、当面 の活 動 に関 連 す る全 て の分 野 における研究 ・開発 を

実 施 、 又 は実 施 させ る ようにす る責 任 を負 って い る。当 部 は 又 、特 に教

育 と設 計 の分 野 で の コ ン ピュ ー タの 利 用 をめ ざ した研究 の責 任 を もっ て

い る。 現 時 点 で は、 当 部 の 資源 の大 半 は これ ら2つ の特 別 プ ロジェ ク ト

と、情 報 検 索計 画 の確 立 に おけ る情 報 セ ン タ ーの 援助 につ ぎ込 まれ て い

る。

5.外 部 デ ー タ処 理 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部

当部は、主要な連 邦政府/州 政府の業務計画 の監理 を援助 す る上 での

局 の主 要 活 動 の 責任 を負 っ て い る。1977年7月1日 にお よそ20人 か

ら70人 の コン ビ=一 夕'シ ス テ ムk・よび プ ログ ラ ミングのス タ ッ フが

この部 に採 用 され た。 この数 は1978会 計 年 度 に150人 に増 え る と

予 想 され る。

当 部 は 又 、米 国政 府 の全 て の レベル の 要求 に関 し、援助 と助言 を与 え
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る。 この よ うな援 助 は次 の事 を基 準 に して行 なわ れ る。す なわ ち シス テ ・

ム分 析 とプ ロ グ ラ ミン グ につ い て は被 援助 組 織 は 、 本 局 に そ の費用 の

80%を(賞 還 し、機 械 サ ー ビス につ いて は100%を 償還す る こ と。

6.国 立 デ ー タ処理 情報 セ ン タ ー

当 セン ターは ま だほ ん の 初期 段 階 で あ り、現 在 そ の図書 施 設設 立 の初

期 計 画 を作 成 中 で あ る。 プ ログ ラ ム相 互 交換 サ ー ビス は一 足 規 模 で活動

を始 め たば か りで ある。

7.装 置 サ ー ビス 部

当 部 は ア トラン タ、 ボス トン、 シ カ ゴ、 デ ンパ ー フ ェア ー バ ン クス 、

ホ ノル ル、 フユ ース トン 、 ロス ア ン ゼル ス、 ニ ュ ー ヨ ー ク、 ポ ー ラ ン ド、

サ ン ジ ュア ン に おけ る地 区 デ ー タ ・セ ン ター を運 営 して い る。米 国 大 陸

の各 セ ン ターは それぞ れ デ ュ ープ レ ックス のHAL98コ ン ピュ ー タを

設 置 してい る。 ア ラス カ、 ハ ワ イ、 プエル トリコに あ る他 の セ ン ターは 、

各 々HAL77コ ン ピゴ ータ を持 って い る。全 て の デ ー タ ・セ ン タ ー間

の情 報 交換 の た め の広 範 な 通 信網 を備 えて い る。 さ らに本 局 の237の

地 方 事務 所 は各 々、 デ ー タ集 収 装置 、 デ ィス プ レ ー装 置 、 テ レ タイ プ装

置 を持 ち、 そ れ らは至 近 の デ ー タ ・セ ン ター とつ なが って い る。●当 部 は

又、 ワ シン トン地 区 の本 局 の 本 部 でHAL101コ ン ピュー タ'シ ステ

ム を運 営 して い る。

D.地 区組 織

地 方 事 務 所 とデ ータ ・セ ン タrは8つ の 地 区 事務 所 に よって管理 され る。

これ らの(地 区)事 務 所 は その 地 域 の デ ー タ ・セ ン ター と同 じ市 の 中 に設

立 さ れ る。(地 方)事 務 所 は 次 の リス トに見 られ る よ うな地 区 事務 所 に報

告 す る

ア トラン タ地 区

ア ラバ マ、 フ ロ リダ、 ジ ョー ジ ア、 ケン タ ッキ ー、 ミシ シ ッ ピー、
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ノ ー ス カ ロ リナ 、 プ エ ル ト リ コ、 サ ウス カ ロ リナ 、 テ ネ シ ー 、 バ ー ジ

ン諸 島 、 バ ー ジ ニ ア 、 ウ エ ス トバ ー ジ ニ ア 、

ボ ス トン地 区

コ ネ チ カ ッ ト、 メ イ ン、 マ サ チ ュ ー セ ッ ソ 、 ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー 、 ロ

ー ドア イ ラ ン ド
、 バ ー モ ン ト

シ カ ゴ地 区

イ リノ イ 、 イ ン デ ィ ア ナ 、 ア イ オ ワ、 ミ シ ガ ン、 ミネ ソ タ 、 ミズ リー 、

オ ワ イ オ 、 ウ ィ ス コ ン シ ン

デ ン バ ー地 区

コ ロ ラ ド、 カ ン サ ス 、 ネ ブ ラズ カ、 ノ ー ス ダ コ タ、 サ ウス ダ コタ 、 オ

タ ワ、 ワ イ オ ミ ン グ

ヒ ュ ース トン地 区

ア ー カ ンサ ス 、 ル イ ジ ア ナ 、 オ ク ラ ホ マ 、 テ キ サ ス

ロス ア ン ゼル ス 地 区

ア リ ゾ ナ 、 カ リ フ ォル ニ ア 、 ハ ワ イ、 ネ バ ダ 、 ニ ュ ー メキ シ コ、 大 平

洋 信 託 地 域

ニ ュ ー ヨ ー ク地 区

デ ラ ウ ェ ア 、 コ ロ ン ビ ア地 区 、 メ リー ラ ン ド、 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 、 ニ

ュ ー ヨ ー ク 、 ペ ン シ ル バ ニ ア

ポ ー トラ ン ド地 区

ア ラス カ 、 ア イ ダ ホ 、 モ ン タ ナ 、 オ レ ゴ ン、 ワ シ ン トン

E.諮 問委員会

局長 は独立 した諮問委員会 に よって注告 と指導を受 け る。本委員会 の委

員と1入 の独立 した委員長 は大統領 に よ9指 名され る。次 の各機 関各 々が

任命 のために3人 を大統領 に勧告す る。
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一 上 院 議 長代 行

一 下 院議 長

一 州 政府 審 議 会

一 米 国市 長 会 議

そ の うちの1人 は住 宅 お よび都 市 開発 省 に よ り他 の1人 は運 輸省 に よ り、

他 の1人 は 経済 機 会庁(theoffcieofEconomicOpportunity)

に よって勧 告 さ れ る。又 他 の1人 は国家 標 準 局 、 他 の1人 は ア メ リカ標 準

委 員会 に よって勧 告 さ れ る。2人 の 事務 処理 機 器 製造 会 社 の利 益 代 表者 が

事務 機 器 協 会 に よっ て勧 告 され る。残 りの2人 の委 員 が ア メ リカ情報 処理

連 合 とユ ーザ ー合 同 グ ル ー プに よって勧 告 さ れ る。 局長 は 当委 員 会 の 事務

局長 で あ る。

F.部 の 機 能

1.計 画 部

局 の 業 務 計 画 と財務 計 画(P.F.P)の 設 立 と保 守

局 の業 務 計 画 の 費 用/効 果 研究 の実 施

2財 務 ・監 理 部

局 に 対 し 通 常 の 監理 と財務 サ ー ビス の 提 供

局 長 と予算 局が 必 要 とす る予 算 書 の作 成

3.内 部 デ ー タ処 理 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部

必 要 に応 じて 局 の他 の部 門 に コ ン ピュー タ ・シス テ ムの分 析 、設 計 、

プ ログ ラ ミン グ ・サ ー ビス を行 な う こと。 ,

国 立 デ ー タ処理 情報 セ ンタ ーの 援助 部 門 は情 報 セ ン ターへのサー ビス を

行 な う。 財務 ・監 理 援 助部 門 は必要 に応 じて 財 務 ・監 理 部 門お よび他 の

部 門 に サ ー ビス を行 な う。

4.外 部 デ ー タ処理 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部 門

連 邦 政 府/州 政府 の 共 同業務 計 画 の ため お よび法 律 に よって 指定 され
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る よ うな他 の諸機 関 と か、諸 活 動 の ため に、 デ ー タ処理 シス テ ムの 分

析 ・プ ログ ラ ミン グ につ い て の全 範 囲 にわ た るサ ー ビス を行 な う。

要 求 に よ り、他 連 邦政 府 や地 方 政府 諸機 関 に対 し、 補 償 を基 準 に して

サ ー ビス を行 な う。

5.国 立 デ ー タ処理 情 報 セ ンタ ー

記 録文 書 とか そ の他 の様 式 の形 で、 デ ータ処 理 の情 報 とか技法 の 国立

図書 館 を設 立 し開発 す る こと。

そ の 図書 館 が 全 て の関 連情 報 を常 に更 新 して お り、 出来 る だけ 速 や か

にかつ 経 済 的 に検 索 され 、広 範 囲 に伝 達 さ れ る とい うこ とを保 障 す る方

式 を開 発 す る こ と。

コン ピュ ー タ ・プ ログ ラ ム と記 録文 書 の交 換 を行 な う中央 ク リア リン

グハ ウス と して活 動 す る こ と

デ ー タ処理 の摘 要 と図 書 目録 を発 行 す る こ と。

6.装 置 サ ー ビス 部

本 局 の本 来 の 目的 に 合 致 す るの に必 要 な デ ー タ処理 お よび関 連 装置 を

入 手 し、 保 守 し、 運営 す る こ と。

7.研 究 ・開発 部

本 局 の主 要 活動 領 域 に 直接 関連 す る研 究 ・開 発 活動 を実施 し、又 は実

施 す る よ うにさ せ る こ と。 又 コン ピュ ー タを使 っ ての教 育 ・設 計 につ い

て の領 域 に お け る研 究 ・開 発 を実 施 又 は実 施 す る よ うに さ せ る こ と。

G.内 部デ ー タ処理 活 動

1.序 論

本局 は そ の 第1目 的 を政府 の 活動 範 囲 に おけ るデ ー タ処理 の効 果 的 使

用 の促 進 に置 い て い たが 、 局 自体 の行 政 につ い て はほ ん の限 られ た使 用

に しか 自動 デ ー タ処 理 を行 な って い な か った。

内部 デ ー タ処 理 シス テ ムお よび プ ログ ラ ミン グ部 は これ ま で もず っ と存
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在 して いた 。 しか し この 部 門 に よって実 施 され た プ ロジ ェ ク トは全 く会

計 的 な 性質 の もの で あ っ た。

2タ ス ク ・フ ォース

1976年10月 、 局 長 の命 に よ リマ ネジ メン ト ・タス ク ・フォ ース

が 編 成 さ れ た。 各 部 門長 か らな る この タス ク ・フ ォ ースは 局 の行政 内 で

の デ ー タ処 理 技 法 の 使 用 につ い ての調 査 を行 な い 、勧 告 をす る責 任 を負

っ た。 タス ク ・フォ ース は1977年5月 報 告 を 行 な っ た 。そ の報 告 書

は局 自身 の 目的 、特 に会 計 、予 算 、計 画 お よび在 庫 管 理 の ため に、局 が

自動 デ ー タ処理 の使 用 を大 巾 に増加 す る よう勧 告 した。 当 報 告 書 の勧告

は次 の通 りで あ った 。 す なわ ち内 部 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部 をか な

り強化 し、2つ の部 門 に分 け る。1つ の部 門 は国 立 デ ー タ処理 情 報 セ ン

タ ーを援助 し、他 の1つ の部 門 は 一般 行政 を援 助 す る こ と とす る。 一 般

援助 部 門 は 、 財務 、 監 理 、計 画 の各 部 門 と主 に共 同 作 業 を行 な う よ うに

す る。

3.内 部 デ ー タ処理 シス テ ム ・プログ ラ ミン グ部

タス ク ・フ ォ ース の報 告 書 は 局 長 に承 認 さ れ 、局 の 諮 問委 員 会 の検 討

に付 され た。 次い で、 内部 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部 を70人 か ら

150人 に増 加 す る決 定 が なさ れ た。 情 報 セ ン ター を設 立 す る緊 急 な必

要 性の ため現 在 の65人 の ス タ ッ フの殆 ん ど全 員 が 、 国立 デ ータ処 理情

報 セ ン ター の援助 部 門 に割 り当 て られ た。 財務 、監 理援助 部 門 の職 員 を

補 充 し、 国立 デ ー タ処 理 情 報 セ ン ター援助 部 門 の空 席 を補 充 す るた め、

強力 な募 集 活動 が現 在 行 な われ て い る。

4.部 の組 織

上述 の通 り、 内 部 デ ー タ処理 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ部 は2つ の部

門 か らな る。す なわ ち、 国立 デ ー タ処 理情 報 セ ンタ ー援 助部 門 と、 これ

ま で財務 お よび監 理 援 助 部 門 と して知 られ て い た一 般 援助 部 門 で あ る。

各 部 門 に はADPプ ログ ラ ミング係 長 とADPシ ス テ ム係 長 が い る。監
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理 上 全 て の プ ロ グ ラ マ は プ ロ グ ラ ミン グ係 長 に報 告 し、 シス テ ム要 員

は シス テ ム係 長 に報 告 す る。

5.プ ロジ ェ ク ト組 織

プ ロジ ニ ク トチ ー ム は、 必要 に応 じて 、 シス テ ム サー ベ イを遂 行 し、

詳 細 調査 を 指 導 し、 承 認 さ れ た シス テ ム を実 施 す るため に編 成 さ れ た 。

プ ロジ ェ ク トチ ー ムの メンバ ーは 必 要 に応 じて部 門 の両係 か ら選 出 さ れ 、

職務 上 、通 常 は シス テ ム係 長 に よ り任 命 さ れ る プ ロジェ ク ト リーダ ー に

対 し報 告 を 行な う。

相 互 間の プ ロジ ェ ク トに対 す る プ ロ ジェ ク ト ・コ ン トロール ・シス テ ム

は 開 発 中で は あ るが ま だ実施 さ れ て い な い。
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∬ 補 給 品 在 庫 管 理 シス テ ム

A.背 景

本 局 の 各地 方 お よび 地 区 事務 所 お よび本 局 の 各 デ ータ ・セン ター は各 々

の基 準 で 、 消耗補 給 品 を発 注 して い る。 自動車 部 品 とか 、 事務 用品 とか、

デ ー タ処 理 用補 給品 とか を含 む これ らの補給 品 は、 全 国 に設 立 さ れ て い る

8つ の 補給 セ ン タ ーか ら調査 さ れ る。 一方(モ ッ プとか 石 けん とか ワ ック

ス とい っ た)施 設 とか装 置 の保 守 に必 要 な資 材 は地 方 ご とに入 手す'る か又

は製 造 会 社 か ら直接 発 注 さ れ て い る。 この方 法 で は資材 が手 許 に入 る ま で

に2週 間 か ら6週 間 かか るの で 、大半 の事 務所 や デ ー タ ・セ ン ター は あ る

よ く使 う叉 は重要 な品 目の補 給 品 を在 庫 して い る。そ の結 果過 剰 在 庫 とな

ってい る。 マ ネジ メン ト ・タス ク ・フォース が3つ の実 施 箇 所 を監査 して

み る と合 計 で教 子 ドル の余 備 補 給 品 とな る こ とが明 らか にな っ た。地 区 事

務 所 、地 方 事務 所 、 デ ー タ ・セ ン タ ー間 の ほ ん のわ ず か な相 互 交換 を除 い

て は 、実 際上 、 各 々の事 務所 又 は デ ー タ ・セ ン タ ーに よる補 給 品 の相 互交

換 は全 く試 み られて い な い 。

マ ネ ジ メン ト ・タス ク フ ォース は本 局 が 事務 用 品以 外 の他 の 補給 品 の た

め の機 械 化 シス テ ム を、 まず 第1に 考慮 す る よ う提 案 した 。 タス ク ・フォ

ー ス は 消耗 事務 用 品(タ イ プ ライ タ ー リボ ン、紙 バ サ ミ等)の た め の、現

存の 分 散 して い る手 作業 シス テ ムは適切 に機 能 して い る と見 な して お り、

彼 等 は、 事務 用 品 に適 用 す る分 野 の機械 を考 慮 す る こ とは非 事務 用 品 の分

野 が実 施 さ れ、 評 価 され るま で延 期 す る よ う勧 告 した。

B.期 待 利 益

事 前 研 究 の結 果 、 経営 者 は 多 くの特定 の 目的 を設 定 した 。

1.調 達 時 間の 短 縮 一 現 在 要 して い る2～6週 間 とい う ものは 法 外 に

長い ・
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2.す で に利 用 可能 な必 需 品 バ ックア ッ プセ ン ター 一 主 要補 給 品 の地

方 在 庫 は無 駄 で あ る。

3.一 括 調達 の経 済 的 、 管理 的有利1生 一 各 事務 所 の必 需 品 が 一 括 され

るな らば 、各 品 目は よ り低価 格 で購 入 し得 る。

4.地 方 在庫 の 削減 と管 理 一 事務 所 とデ ー タ ・セ ン ター との間 に補 給

品在庫 の重 複 が あ りす ぎ る。

5.全 体 的 な在 庫 の 削減

C.シ ス テ ム 目 的

事 前 研 究 と他 の タス ク ・フ ォース の 調査 結 果 と して、 経 営 者 は 新 シス テ

ムは 次 の よ うな 目的 に基 ず くべ きで ある と指 摘 した 。

一 現 行 の8つ の補 給 セ ン ター を2箇 所 に統 合 す る こ と
。

一 本 局内 の調 達 の た め の タ ーーンア ラ ウ ン ド時 間 を72時 間 にす る こ と
。

一 手 始 め に小 規模 な 装置 品 目(例 え ば 自動 車 タ イヤ
、 磁気 テ ー プ、 コ

ン トロール.パ ネ ル)を 含 め る こ と。

一 自動 車 部品 、 消 耗 事務 用品 を将 来 含 め る とい う可 能 性 に対 し準備 す

る こ と。

一 地 方 事務 所 が
、 必 要 な場 合 は いつ で も、全 て の品 目の使 用 可能 性、

又 は未 処 理 の 調達 状況 に関 す る情報 を入 手 し うる ように準 備 す る こ

と。

D.機 能別 目的 の定 義 ・'

タス ク ・フ ォース の最 初 の 研 究 の検 討 の結 果 、 シス テ ム ・サ ーベ イ中 に

考 慮 す べ き4つ の シス テ ム機 能 が 明確 に さ れた 。

1.調 達 処 理

a.72時 間以 内 に調 達 品 を受 領 し、 処理 し、補 充 す る こ と。

b・ 朱 補 充調 達 品の状 況 を把握 す る こ と。

-11一



c.調 達 処 理 の迅 速 化 に役 立 つべ く、送 り状(shippingpaper)

指 図書(pickslips)お よび所 在 ラベル の作成 を 自動 化す る こ と

d.在 庫 計 画 で 使 用 さ れ る場 所 に応 じて 、使 用 品 目の情報 の要 約 を把 握

して お く こ と。

e・ 最 も頻繁 に調 達 を行 な っ て い る100箇 所 につ い ての 出荷 情 報 を把

握 して 澄 くこ と。調 達 箇 所 の全 数 にま で拡 大 す る可能 性に備 え る こ と。

この デ ー タは最 終 的 には よ り一 層 自動 化 され た出荷 手 続 きを開発 す る

た め に使 わ れ る だ ろ う。

2.貯 蔵

a.補 給 セ ン ターの 倉庫 に おけ る2,000の 通 常 の 仕入 品 目に 関 す る現

行 在庫 品 を把 握 して か くこ と。全 て の 把 握能 力 を10,000仕 入 品 目

まで にす る よ う備 え る こ と。

b.補 給 セン タ ーに おけ る在庫 レベ ル を計 算 し、 コ ン トロールす る手 段

を提供 す る こと。

c.受 領 書 や 納 品書 を受理 し処理 す る こ と。

d.在 庫 計 画 を援助 す るため の補 給 セ ン ターか らの週 ご との補 給 品支 出

額 を予 測 し、過 剰 と予想 さ れ る品 目 を指 摘 す る こ と。

3度 以 上 調達 され た品 目 だけ に在 庫 活 動 記 録 の保 存 を制 限 す る こ と。

部品 番号 を割 り当 て るべ き品 目 を決 定 す る こ と。

f.今 後 の在 庫 計 画 に役立 つ よ うに月 間在庫 状 況 の要約 を作成 す る こ と。

調 達

a.調 達 手続 きの 標準 化 の も う1つ の 援助 と して、 注文 書 の 作 成 を機 械

化す る こ と。

b.コ ン トロール の 手段 と して公 開 の注文 情 報 を把 握 して お くこ と。

どの よ うな新 品 目を現 行 の在 庫 に附加 す べ きか を決 定 す るの 役立 つ

よ うに補 給 品 目に関 す る歴 史 的 な情 報 を把握 して お くこ と。

d.最 適 な価 格 をつ け 、最 適 な配 達 を して くれ る販 売業 者 の み を使 う1
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つ の手 段 として役 立 つ販 売業 者 に関 す る歴史 的 情報 を把 握 して お く こ

と。

4.経 営 管 理

a.余 剰在庫 に対 す る チ ェ ック手 段 と して 役立 つ全 て の在 庫 品 目の 標 準

的 な統 一 され た カ タ ログ を作 成 す る こ と。 この カ タ ログは一 定 の規 則

に従 って 更 新 さ れ るべ きで あ る。

b.現 物 棚卸 しや 、在 庫 レコー ドの マス ター と照 合 す るの に使 用す る た

め の完全 な在 庫 リス トを用意 す る こ と。

c.会 計 の 目的 の た め に在 庫 状 況 の報 告 書 と取 引 の要 約報 告 書 を用意 す

る こ と。

d.最 上 の販 売 業 者価 格 と全 て の共通 調達 品 目の価 格 の どの よ うな変 更

につ い て の リス トを も提 供 す る こと。

e.30日 間 の最 低 の在 庫 水 準 を決 定 し、 自動 化 さ れ た90日 の再 注 文

点 を準 備 す る こ と。 在 庫 水準 の 手作 業 の編 集 を勘 酌 す る こ と。

E.サ ー ベイ ・チ ー ムの 任 務

経 営 者 は サ ー ベ イ ・チ ー ム の次 の よ うない くつ か の タス クの責 任 を もっ

てい る。

一 特 定 の 機 能 の見 地 か らの実 現 可 能 性分 析 と勧 告

一 代替 案 と勧 告 書 付 きの 試験 的 な概 略 的 シス テ ム設計

一 もし必 要 な らば、 どの 事務 所 とデ ー タ ・セン ターが補 給 セ ン ター に

連結 した トラン シ ーバ ー を持 つべ きか の決 定

一 経 営 につ い て必 要 な 何 らか の政 策決 定 の確認

一 サ ーベ イ中 にな さ れ る何 らかの 仮説 の説 明

一 詳 細設 計 と運 営 全 般 の シス テ ム開 発計 画 の作成

一 新 シス テ ムの運 営 の有 効 性 を評 価 す る手 段 の 提案
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